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滋賀医科大学附属病院において2001年 1月から2009年 6 月の間に初発膀胱癌に対 
して経尿道的膀胱腫瘍切除術 (TURBt)を施行し、術 後 3 か月以上の定期的な経過観 
察が可能であった115例を対象とした。初回 TURBt時に採取されたホルマリン固定 
パラフィン包埋織からスライドを作成し、抗 CD3抗 体 •抗 Foxp3抗体を用いて二 
重免疫染色を行い蛍光標識した。共焦点顕微鏡を用い、対物レンズ40倍で腫瘍周囲 
間質を5か所ずつ観察し、CD3陽性細胞をT リンパ球、CD3およびFoxp3共陽性細胞 
を Tregと定・してT リンパ球におけるTregの割合を算出した。T regの割合と臨 
床 •病理学的因子との関連性を検討し、予後との相関については recurrence free 








11.4% ,中リスク群 (45例）で は 16. 8%、高リスク群 （38例）では 22. 0%であり、リスク 
が高いぼどTreg割合は高値であった (p=0. 0 1 ,Kruskal-Wallis test) 〇 Treg割合と 
再発の関連性を検討するため、ROC曲線から算出したTreg=17. 98%を境界としてTreg
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(続紙）
low - Treg highの 2 群に分け、Cox比例ハザードモデルによる解析を行なった。




独立した予後因子であった。Treg low - Treg highの 2 群間で Kaplan-Meier法を用 
いて再発率を比較すると、全体では Treg high群で有意に再発率が高かった 





検討では、Treg highの患者では13例中 4 例に再発が認められたのに対し、Treg 
low群では 10例中に再発は認められなかった(p=0. 070) 〇 BCG膀胱注入治療は患者自 
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本論文では、初発筋層非浸潤膀胱癉115例を用いて、制御性 T 細 胞 (Treg)の腫瘍内浸 
潤が膀胱内再発のリスク因子となるか、等について検討し、以下の点を明らかにした。
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